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 1975年 夏,私 は,ソ 連 と東欧諸国か ら

民族学的資料を入手する必要があるのに

かんがみ,ま ずブルガリア人民共和国の

文化省あてに国立民族学博物館長名で協

力かたを依頼する手紙を出した。なぜブ

ルガリアか らはじめたかというと,た ま

たま私の友人のひとりが対ブルガ リア貿

易に関係 していたか らである。

 まもなく,ブ ルガ リアの対外文化協会

から返事がきた。1976年6月 に私が日本

側の費用でブルガ リアを訪れ,ブ ルガ リ

ア各地の民族学博物館を見学 し,欲 しい

品物を具体的に指定 してほしい。そうす

ればブルガ リアの当局としては,で きる

だけ希望にそうように資料をさが し,適

当な値段で日本側にゆず りましょう0と

いう意味のことが書かれてあった。つま

り商品の下見にいらっしゃい,と いうも

のであった。

 ところが1976年 初春から10ヵ月間,私

は日本学術振興会の海外派遣研究員とし

てモスクワ大学に出張することになった。

そこで私は,大 学当局の許可を得て,モ

スクワか ら研修旅行という名目でブルガ
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リアに1976年5月26日 か ら約3週 間出か

ける ことに した。以下はその ときの印象

と調査を もとにつづ った ものであ る。む

ろん,私 に とっては じめての東欧(ソ 連

をのぞ く)の 旅で あった。

〔自然 ・住民〕

 ブルガ リア人民共 和国はバルカ ン半島

の北東部を 占め,北 と北東 はルー マニア,

西 はユー ゴス ラビア,南 はギ リシア,南

東 は トル コと国境を接 し,東 部 は黒海 に

面 して いる。面積は11万0927平 方13キ ロ

で,日 本 の3分 の1た らずであるが,人

口は]3分 の1に みた ない。ブルガ リアは

地理的に見て,東 ヨーロ ッパ平 原 と地 中

海の中間をな し,地 形,気 候,水 系,土

壌,植 物 などに移行地帯的特徴が よ くあ

らわれて いる。

 ブルガ リアの 自然は変化 に富んで いる。

国土の31.5ｰ0は 海 抜200m以 下 の平 原,

35.5%は 丘 陵性の地 域(海 抜200-500m),

20・5%1さ500-1,000mの 高 地,12・5ｰ0

は 山 岳 で ある。 ドナ ウ 川 の 南 には 幅

20-120kmの 丘 陵性 の ドナウ平原 があ

り,ヤ ン トラ川 によって東(わ りあい高

い)西 の2部 分 に分 け られてい る。 ドナ

ウ平原 の南 にはスタラ ・プ ラニナ(バ ル

カン山地)が 広が ってい る。 この山地 は,

南 側が岩石質 の急斜面 をな し,北 側は平

行 に走 る幾条 もの山脈(あ ま り高 くない)

か らな ってい るG

 ブルガ リアの中央部 はバル カン山地 と

リラ ・ロ ドプ山脈 の中間 をな し,そ のな

かにウィ トシャ,ス レ ドナ ・ゴ ラなどの

山地 や トラキア低地 が含 まれて いる。ブ

ルガ リアの南部 は リラ山(高 さ2,925m),
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ピリン山,ロ ドプ山を頂点 とす る リラ ・

ロ ドプ山脈 によ って占め られている。

 ブルガ リアの河川 はすべて エーゲ海 と

黒海 に流入 している。 ドナウ川は この国

の水系 の軸をな し,ス タ ラ ・プ ラニナ山

地か らの多 くの川 と リラ山を源流 とす る

イスキル川 が これに流れ こんでい る。エ

ーゲ海へはマ リッツ ァ川
,ス トルマ川,

メ スタ川な どが流入 している。

 ブルガ リアには 農業に 適する 地域 が

少 な くない。 ドナ ウ 平原の 土壌 は 黒土

qePHO3eMで あ る。 リラ ・ロ ドブ。山地 は

タバ コの栽培に適 している。植物の多 く

は広葉樹(カ シ,ボ ダ イジュ,ブ ナなど),

針 葉樹(モ ミ,マ ッなど)で ある。森林

は国土 の32.4%を 占めているが,用 材 と

なるのはその半分以下 とされてい る。動

物 には東 ヨ0ロ ッパ全域 に共通の ものが

多いが,中 に はヘ ビの ように地中海系統

に属す る ものも見 られ る。

 地 下資源は これまでわ りあい貧 しい と

されていたが,最 近の地質探査 によって

新たに鉄鉱,石 油,褐 炭などの埋蔵地が

発見 された。 自己資源 によ る重工業,化

学工業 への展望 もひ らけつつある。

 ブ ルガ リアの人 口は868万(1974年 現

在)で あるが,そ の約89%は ブ ルガ リ

ァ人である。 ブルガ リア人はブルガ リア

本国のほかにソ連(ウ クライナ共和 国,

モルダ ビア共和 国),ユ ー ゴス ラビア な

どに も居住 している。 ブルガ リアには こ

のほか5000人 以 上 のガガ ウズ人が住 んで

いる。彼 らは トル コ語 を母語 と してい る

が,キ リス ト教を信 じ,生 活習慣 もまわ

りのブルガ リア人 とほ とん どかわ らない。

近年,ガ ガ ウズ人 とブルガ リア人 との融

合 が急速にすすんでいる。 ブルガ リア東

部 には トル コ人だけの,あ るいは トル コ
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人 とブルガ リア入 との混合 した村 が見 ら

れる。 トル コ人 はこの国の総人 口の約8

%を 占めている。 これはブルガ リアが ト

ル コに支配 された時期 に移 住 した トルコ

人 と当時強制 的にイス ラムに改宗 させ ら

れたブルガ リア人 の後商で ある。 ジプ シ

0は ブルガ リアの各地 に見 られ るが,そ

の数は約20万 といわれる。

〔民族史のあらまし〕

 ブ ル ガ リアの地 に人 間が住みついたの

は旧石 器時代 の昔 であるが,紀 元前8-6

世 紀 の住民は,ギ リシア人 の記述 によれ

ば,ト ラキア人 とよばれた。両者の接触

は,ト ラキア西岸 にギ リシア人の植民地

がで きてか らは さ らに緊密 となった。 ト

ドロフNikolai Todorov教 授 によると,

デ ィオニソス信仰 やオルフォイス伝説そ

の他多 くが トラキア人か らギ リシア神話

の中 に入 った。他 面,ギ リシア美術 は ト

ラキア美 術に強力な影響 をあたえた。た

とえばカザ ンル イクの球形墓 の天井画 は

その代表的例で ある。その他,い わゆる

トラキア美 術 と して,近 年 世界 の耳 目を

集 めてい る黄金遺物に もギ リシア文化 の

影響を見のがす ことができない。前5世

紀,そ れまで分散 していた トラキァ人 の

一部 は部族連合を成立させ
}オ ドリス族

を盟主 とす る奴隷制国家をつ くりあげ た。

 トラキア人の主な生業は農耕 であった。

またブ ドウを栽培 し,馬,牛,羊 などを

飼養 した。都市 らしいところでは土器 な

ど手工業 も行 なわれた。

 トラキアの美術品 の中にはスキタイの

動物意匠 によ く似 たデザイ ンの もの も少

な くない。 ロシアの学者 ロス トフツェフ

はかつて,そ れが スキタイ起源であると

主張 した。 しか し他 の学者は,ト ラキァ
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美術 の動物意匠 とスキタイ美術 のそれ と

は相互 に無関係に発達 した,両 者 が類似

して いるのは,い ずれ もアケメ ネス朝以

前 および以後 のイランに起源 してい るか

らである とのべてい る。 しか し最近 では,

ス キタイ と トラキアとが隣接 関係にあ り,

両 者 の直接 的な相互影響によ るもの も少

な くない ことが指摘 されてい る。いずれ

に して も日本では トラキ ア美 術 のことは

ほ とん ど知 られてお らず,ま して スキタ

イと トラキア との関係 につ いて の論考 は

皆無 に近い と考 え られる。今後 の研究が

期待 され る。

 前4-2世 紀,ト ラキアは ア レクサ ン

ダ ー大王 に征服され,今 のプロ ゥディフ

の地 にギ リシア都市 フィ リッポポル が建

設 され た。その後 ローマ帝 国の支配(1-4

世 紀)も 著 しい痕 跡を残 した。セルデ ィ

ク(現 在 のソフィア)な ど多 くの都市が

つ くられ,軍 事 目的 に由来す る道路網 も

整備されたが,そ の一部 は近世 まで重要

な商業 路 としての意義を保 っていた。例

えば ビザ ンツ(コ ンスタンチノプル)か

らア ドリアノプル,フ ィ リッポポル,セ

ルデ ィク,ナ イス(ニ シュ),シ ンギ ドゥ

ン(ベ オグ ラ ド),ウ ィン ドボ ン(ウ ィー

ン)に いた る道 であ る。都市 や要塞 は ト

ラキア人が ローマ化 され るうえでの中心

地 となった。 この時代,バ ス タル ン(2

世 紀),ゴ ー ト(4世 紀),フ ン(5世 紀)

な どの侵入 があり,ロ ーマ人の一部は残

って原住民 と混 じり合 った。

 5-6世 紀,バ ルカ ン半 島に スラブ族

が移住 した。ブル ガ リアの地 に入 ったの

は,主 としてそれまで現在 のワラキ アお

よびハ ンガ リーに住 んでいた諸部族であ

った。 トラキア人 は大部分 その住地に と

どま り,し だいに外来者 と融合 したが,

mマ 化 され た住 民の0部 は半島南西部

の山地 に去 った。 これは主 として牧畜民

であ った。

 バ ルカ ン半 島に定着 したス ラブ族 は農

耕 民で,家 族共 同体が よ く発 達 していた

と考え られている。彼 らは古典古代 の文

化を継承 し,農 耕技術を発展 させ,し だ

いにいわゆる階級社会に移 行 し,7世 紀

には部族連合が形成 され は じめた。

 この頃,カ フカス北部 のステ ップか ら

首長 アスパル フに率い られ たチュル ク族

遊牧民がブルガ リアの地 に進入 した。 お

りしもコンス タンチヌス4世 のビザ ンッ

軍 がブルガ リアの地に南下 したため,土

着 のス ラブ人 と新来のチ ュルク族 は協 力

して これを撃退 し,681年 に プ リスカを

首都 とする新 国家が成立 した(プ リスカ

は現 在ブルガ リアの代表的ブ ランデ ィに

その名を とどめている)。 この国家の 主

導権 は遊牧 民の手ににぎ られ,ク ルム王

の治世に は近隣を征服 し,8!1年 ビザ ン

ッ皇帝ニケ フォルス1世 を戦死 させた。

このチュル ク系遊牧民はプ ロ ト・ブルガ

ール とよばれ
,ヴ ォルガ川流域 に入 って

ヴ ォルガ ・ブルガール国家 をつ くった部

族 と同 じ系統 であった とされてい る。私

の知合 いであるソフィアの民族学者 プ ン

テフは,現 代 のブルガ リアとヴ ォルガ川

流域に住 むチュワシ人,ウ ドムル ト人 な

どの伝統的装飾文様 は,驚 くほ ど似 てい

ると語 っていた。彼 は このテー マで現在

論文を書いている。

 クル ム王の時代,ブ ルガ リアは政治的,

文 化的 に興隆 し,バ ルカ ン半 島最強 と し

て 勢 威 をふる った。 つづいてポ リス王

(853-889)は865年 キ リス ト教 を国教 と

定 め,5年 後 には コンスタ ンチノプル の

宗教会議 でブルガ リア独 自の大主教 区が
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写真1 バルカン半島最古といわれるソフィアの聖ゲオルギ教会

認 め られた。 これ よ り前の855年,ソ ル

ン生 れの僧 キ リル とメ トデ ィーはギ リシ

ア文字 に 基 づいて キ リル文字 を 発 明 し

(今 の ロシア文字の母体),教 会関係 の書

物 をギ リシア語か らス ラブ語に翻訳 した。

彼 らの事業 はキ リス ト教文明の普及 に,

ま たス ラブ族 の開明化にはか り知れない

役 割を果 した。

 9世 紀末 に即位 した シメオ ン王の治世

(893-927)に は,ブ ルガ リアの領土 はエ

ーゲ海岸 およびア ドリア海岸に達 した
。

しか し,シ メオ ンの 死後 内紛 が 起 り,

1018-1086年 の 間 ビザ ンッに支配 される

運命 とな った。 この時期,南 ロシァのス

テ ップか らペ チェネグ,ポ ロヴ ェッらの

遊牧 民がブルガ リア北東部および ソフ ィ

ア平 原に入 りこん だ。 ブルガ リァの民族

形成における これ ら部族 の役割は今の と

ころ明 らかにされていない。

 1085-86年,テ ィル ノボの領主アセ ン

とペ トルの兄弟 に率 い られた独立運動が

成功 して,ブ ルガ リアの第2国 家期を迎

えた。13-14世 紀 は政治 ・文化の面で繁

栄 し,テ ィル ノボの文学 ・美 術 ・工 芸は

ロシア,セ ル ビアなど近隣…のス ラブ諸 民

族 に大 きな影響を あたえた。 しか し170

年 に わた るビザ ンッ帝国の支配の結果,

ブ ルガ リアの民族文化 におけるビザ ンッ

文化の刻 印は無視 できないものとな った。

 14世 紀 中頃,ブ ルガ リアは3つ の独立

した王 国に分裂 した。 これ はオスマ ン ・

トル コの征服 を容易 に し,1396年 全 土が

その支配下 に入 った。 と くに都市 は トル

コによ る植民地化 の拠点 とな り,衣 服,

家 具調度,建 築 な どで トル コ文化 の影響

を 田舎 よ りも強 く受 ける ことにな った。

 オ スマ ン帝国の中心部 に近 いロ ドプ山

地 の住民の一部は,ト ル コ人 によ って 強

制的 にスイ ラム教 に改宗 させ られ たが,

面 白いことに,こ のイス ラム教徒 ブルガ

リア人の方が キ リス ト教徒 ブルガ リア人

よりも,古 代 ス ラブ文化 の特徴 をよ く伝

えて いると言われ る。 ロ ドプ山地 には一

部 の トル コ系 遊牧民 も 移住 した。 また

18-19世 紀,国 の北部および北東部 にタ

タール人 とチ ェルケス人 が移住 したが,
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1877-78年 の ブルガ リア独 立戦 争で再 び

退去 した。 トル コは,イ ス ラム教徒 をひ

き入 れる ことによって,自 分たちの支配

を安泰 に しようと試みたのである。19世

紀 前半 までの ブルガ リアの経済生 活にお

けるギ リシア人の重要な役 割 も無視 でき

ない。18世 紀後半 には じまる 「ブル ガ リ

アのル ネ ッサ ンス」 は,ギ リシア人 か ら

の宗教的,文 化的,経 済的独立 と トルコ

人 か らの民族的独立 とい う2つ の性格 を

もって いた。 それ ほどギ リシアの影響 力

が強か ったのである。

 オ スマ ン ・トル コの支配は500年 の 長

きにおよんだ。 そのためバルカ ンにおけ

るブルガ リア人の存在は,少 数の例外 を

のぞいて,世 界 のほとん どの人 々か ら忘

れ去 られて いた。ブルガ リア人 自身 も生

活 におわれて長 い眠 りについていた。彼

らが民族 的自覚 に目ざめ,そ の存在 を主

張 しは じめた のは18世 紀後半の ことであ

る。 これが「ブルガ リアのル ネ ッサ ンス」

である。19世 紀後半の ロシアの学者 ウォ

ドウォゾフE.H. BOAOBO30Bに よ ると,

ブ ルガ リア人の民族意識が長い眠 りか ら
'目ざめは じめたの は

,1762年 ア トン山の

修道僧パ イシーn揃CHH XHπeH八aPCKHが

ブルガ リア語で書いた「スラブ・ブルガ リ

アの歴史』・励〃仰 娚c鰯 πκ・�rczap-

oκ砺(1762)に 刺 戟 されたため と言 われ

る。 本書 はまた ブルガ リア 民族学 に 関

する 最初 の 著 作で もあ った。 「ブルガ

リア人 よ,自 らの 民族 と 言語 を 知 れ」

``BoπrapHHe
, sxaH CBOH poA H SI313 K!"と

い うパ イシーの呼びかけは,今 ではブル

ガ リアの小学生にまでよ く知 られている。

ワカ レル スキXpHcTo BaKapeπcKHの 大

i著 『ブルガ リア民族学』 (1974年 ソ フィ

ア)も,パ イシーの この言葉か ら書 き出

されて いる。パ イシーの著作 の出現 こそ

は,「 ブルガ リア・ルネ ッサ ンス」 の開始

を意味 してお り,約100年 後 の1876年4

月蜂起 を もって終 るとされている。 この

間幾 世代 に もわた って,ブ ルガ リア人 の

多 くの 若者た ちは ガイ ドゥキra触yKH

と よばれる対 トル コ抵抗運動の組織 に加

わ って彼 らの青春を燃焼 させた。ガイ ド

ゥキは人里 はなれた山中に出没 し,ブ ル

ガ リア人 を不 当に圧迫 した トル コ人に必

ず報復 した と言われ る。

 1876年4月 の 蜂 起 は カ ラウ'エロフ

JIK)6eH KapaBeπoB, レフスキ BacH渥

JleBCxH,ボ テ フXpHCTo BoTeBら 多 く

の革命家 によ って準備 されたが,ト ルコ

の正規軍 によ って徹底的に弾圧された。

フィ リッポポル管区だ けで も65の 村 が焼

かれ,11万 人 が殺 された と伝 え られてい

る。

 1877年4月,ロ シアはス ラブ族 同胞の

救援を旗 じる しに トル コに宣戦 し,軍 隊

をブル ガ リァに派遣 した。ブルガ リア人

は義勇軍 を編成 して ロシア軍 とともに ト

ル コ軍 を撃破 した。 この戦争中にブルガ

リア人 が受 けた惨苦 も言語に絶 した。 ト

ル コはついに1878年3月3日 のサ ン ・ス

テ ファノ条約でブルガ リアの独立 を認 め

ざるを得 なか った。 しか しその領 土の問

題で ヨー ロッパ 列強 が 異議 をとなえ,

. .年6
.月の ベル リン会議で変更 が加え

られた。

 独 立後 のブルガ リァでは,し だ いに ド

イ ツとオース トリー ・ハ ンガ リー帝 国の

経済 的影響が強 ま った。独立戦争 で ロシ

アの援助 を うけ,国 内各地に ロシアに対

す る感謝 の記念物が建て られた りしたが,

独 立後 のブルガ リアには,逆 に ドイッへ

の政治的,経 済的傾斜 が見 られ,む しろ
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反 ロシァに走 った ことは歴史 の皮 肉 とい

うべきである。 ソフィア市 内に も,ロ シ

アの援助 を記念す る建造物がい くつ も今

に残 っている。

 1812年,フ ェル ジナ ン ド王の ときバル

カ ン戦 争が起 こり,つ いで第1次 世界大

戦では ドイツに加わ って完敗 し,領 土の

一部 を失 った
。0方,国 内ではマル クス

主義的政治活動 も台頭 しは じめた。

 戦 後,ス タムボ リスキー内閣による経

済改革 が行 なわれ るが,大 ブル ジ ョアジ

ーと軍部 とが結びついて
,1923年6月9

日クーデ ターが起 され,ス タボ リスキー

ら主要 メンバーは殺 された。多 くの進歩

的知識人や共産主義者 も銃殺 され た。経

済 は疲弊 し,失 業者 が町にあふれた。そ

の年 の9月,弾 圧政治に反対す る武装蜂

起が 勃発 した。 デ ィ ミトロフreoprKH

∫【HMHTpoBや コ ラロフ BacHπKoπapoB

らの共産主義者 もこれに加 わ った。 しか

し蜂起 は結局失敗 し,デ ィ ミ トロフらは

ソ連に亡命 す るにいた った。

 1925年 に は ソフ ィア寺院爆破事件 をめ

ぐる大検挙 が行 なわれ,民 主主義者にた

いす るファッショ的弾圧がつづ けられた。

 第2次 世界大戦で,ブ ルガ リアは再 び

ドイッ側についた。一方,1942年 デ ィ ミ

トロフの指導 によ ってブルガ リア共産党

を中心 とす る祖国戦線 が結成 され,パ ル

チザ ン活動 が活発 となった。1944年9月

8日,ト ルブ ヒン元師指揮下の ソ連 ウク

ライナ戦線軍 がブルガ リア領内に入 った

のを機会 に,祖 国戦線に よって政府が く

つがえされ,そ の結果,戦 後史 の幕が切

って落 され るにいた った。

 独 立以後 のブルガ リアの歩 みをながめ

るとき,い くつかの大戦争がつづき,戦

争のない ときには弾圧 とそれにたいす る
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抵抗が 繰 返され,民 衆 の 生活 はきわ め

て不 安定 であった ことが うかがわれる。

500年 に わたる トル コの支配 とそれにつ

づ く困0な 独立運動を加え ると,第2次

世界大戦後 の数十年間 は,史 上 で最 も平

和 な時期 と言え るか も知れない。 また,

一 方 では
,古 来ギ リシア,ロ ーマ,ビ ザ

ンツ,ト ル コ,ロ シア,ド イッなど周囲

の強国 の勢力に悩 ま されなが らも,そ の

民族的特徴を強固に保 ち得 た ことに驚か

され る。ブルガ リアは この意味で,き わ

めて魅力に富む国である。 しか しブルガ

リアの民族 文化 とその周辺文化 との相互

影響の問題 は,ま だほ とんど未開拓のま

ま残 されてお り,外 国の研究者 の参加で

きる余地 も少 な くない と思 われ る。

〔ブルガリアの民族文化を求めて〕

 1976年5月26日 晴 0時45分,モ ス

クワのキエ フ駅発 ソフ ィア行列車に乗 る。

新緑映え るウク ライナ平原 を走 り,翌 日

の夜半,午 前1時 頃か ら約3時 間かか っ

て ソ連 とル ーマニアの国境を通過 した。

この3時 間のあいだ に車輪を狭軌につけ

かえた り,税 関検査 が行 なわれた りした

が,両 国の役人が私 たちの個室を訪れる

こと,実 に十数回 にお よんだ。 ソ連領 内

の停車駅で はライラ ックやチ ュー リップ

の花束,直 径2㎝ ほどの赤大根 の束 など

が売 られていた。私 もライラックの大 束

を1ル ーブ リ(400円)で 買 った。

 翌27日 は終 日ルーマニァ中央部 の大平

原 を南下 した。 ムギ,ト ウモ ロコシの畑

が果て しな くつづ き,集 落の近 くでは ヒ

ッジの群 も多か った。沿線の白いアカシ

アが印象的で,線 路のそばで遊 んでいる

田舎 の子 ど もた ちの裸足が私 自身 の少年

時代 を思 い出させた。
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 ドナ ウ川 の鉄橋を渡 るとブルガ リァ領

内のルセ市 である (図1参 照)。 ここで

はルーマニアに比べて税関検査 も簡単 で

あ り,ビ ザの代 りに1日10ド ル の割で ド

ル をブルガ リア貨幣に交換す ることだけ

が要求 され た。 とりあえず10日 分 と して

100ド ル を95レ フ83ス トチ ンキに交換 し

て もらった。

 2日 目 も暮 れて,汽 車 は深い渓谷沿 い

の坂道をあえ ぐように登 った。両岸 には

地層を露 出させ た断崖がつ らな り,赤 い

屋根の集 落が樹林 の中に点在 していた。

 21時17分 ソフ ィア駅着。外はすでにま

っ暗 にな ってお り,旅 客 も少 なか った。

雨が降 った り止んだ りして,落 着かない

天気で あった。出迎えの人 もないので,

とにか くタクシーを拾い,こ れとい うあ

て もな しにホテル ・ブルガ リアを目指 し

た。受付 ではロシア語が よく通 じ,部 屋

がない とい うことで,近 くのホテル ・ソ

フィアをすすめ られ た。

 ホテル ・ソフィアの設備 は市内で最高

水準 とい うことだ ったが,ツ インで1泊

45レ フ(約1万4,000円)。

 6月28日,ブ ルガ リア対外文化協会を

訪れ,キ シ ョフKHCbOB氏 らに面会,旅 行

の趣 旨をのべ助力を依頼 した。最初 の会

談 には キ シ ョフ氏 のほか コス トワCaBa

KOCTOBaさ ん,科 学アカデ ミー付属民族

学 博物館長プ ンテフneHKo nyHTeBも

同 席 し,私 のブノヒガ リア国内旅行のため

に,ロ シァ語の堪能 な民族学者 シプチ ャ

ノワHe八H爪a I皿HnqaHOBaさ ん を案内

と してつ けて くれ ることにな った。私の

ブルガ リア旅行が多少 とも成果 を得た と

す れば,ま ず シプチ ャノワ(愛 称 ネデ ィ)

さ んの献 身的な助力 のおかげである。

 午 後,対 外文化協会 の世話 でホテル・ソ

フ ィアか らホテル ・セルデ ィク(ソ フィ

アはロ0マ 時代セル デ ィクと呼ばれた)

に移 る ことになった。環境 や設備 は前者

より劣 るが,1日12レ フでたいへん安か

った。ただ し外国人 は,公 式機関の口 き

きな しでは ここに宿泊で きない。

 夕 方,ブ ルガ リア ・ホテル1階 の ビア

ホールで プンテ フ館長 とブ ドウ酒を のん

だ。入 口で ひとり2レ フの食券 を買 った

が,こ れ は一種の前払 いで,入 場者 は最

低2レ フ飲食す るとい う約束 を意味 して

いた。

 プ ンテフはロシア語が上手 であ った。

そ して他 人の前で も私 とロシア語 で話す

ことをいやが らなか った。一般 に,そ の

後訪れた東 ドイッに比べて,ブ ルガ リア

で のロシア語は解 放的なように見 うけ ら

れ た。東 ドイッでは ロシア語 を知 ってい

て も,人 前で話す ことをさける傾 向が目

立 ったので あるが一 。プ ンテフは,今

年7年 制 を修了す る彼のひ とり娘 が秀才

であ って,ド イッ語専門学校 に入学 でき

た ことをたいへ ん喜んで いた。

 5月30日 晴 ここの ところ毎 日のよ

うに,朝 は晴れ,午 後か ら夕方にか けて

雨 にな っている,朝9時,バ スで ソフィ

アか ら120キ ロの リラ山中にある リラ修

道院 に向か う。修道 院は10世 紀,イ ワン

・リル スキ とい う聖者 の住地付近 に創建

され,焼 失 と再建を くりかえ し,現 在 の

形 にな ったのは19世 紀 前半の ことで ある

とい う。広 い構 内で最古の建物 はフ レリ

の塔XpeπbeBa BamHHと よ ばれ る方形

の石造建築物 である(1335年 建)。 これは

外敵が来襲 した とき修道僧た ちが避難す

るためで あった と言 われる。

 リラ修道院はブルガ リアの建築 ・美術

の宝庫で ある。外 側か らは小 さな窓 のつ
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写真2 リ ラ 修 道 院 の 外 観

らな る要塞 のよ うなさび しい建物 である

が,い ったん門を入 ると,色 彩豊 かな曲

線的建物が多 く,修 道院 とは思えないほ

ど明 るい感 じがす る。聖 ボゴロジッァ寺

院は黄色,う す赤,青 などを用い,屋 根

写真3 リラ修道院内のフレリの塔

は波形で,円 柱のある回廊の天井や壁面

もすべて聖画でおおわれている。4階 建

の僧院の内庭に面する側にはアーチ型の

白い列柱がならび,そ れに黒のまだ ら文

様がほどこされている。全体 として繊細

と壮大の両要素をそなえている。

 かつてここには,多 いときには200人

もの修道僧が住んでいた。部屋数は全部

で330に 達するが,修 道僧にはそれぞれ

個室があたえられたから,残 りの130室

は原則として来客用であった。かつてブ

ルガ リア各地か らさまざまな寄進物をも

った参詣者が絶えず,そ れらの人々に食

事を用意するための巨大な釜をならべた

炊事場 もあった。現在修道院の一部はか

つての寄進物を展示する博物館 ・宝物館

になっている。

 ウォドウォゾフの著作によると,1881

年当時,リ ラ修道院には120人 の修道僧

がいた。そして修道院内の礼拝堂の祭壇

には無数の頭蓋骨がつまれてあったとい

う。これは死者の遺族が金銭や現物を寄

進 して保管を依頼 したものであった。ま

たむかしは,リ ラ修道院で も,他 の修道

院の場合と同じように,遺 骸の状態によ
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写真4 リ ラ修 道 院 の 中庭 の一 部

って死者の霊が天国あるいは地獄のいず

れにおもむいたかを知るために,墓 を掘

り返す ことが行なわれたという。

 ブルガ リアの一部の修道院では,死 亡

した修道僧の頭蓋骨は箱に納められ,特

別の部屋に安置された。箱にはそれぞれ

名前 と十字架がつけられ,ま れに近親者

がやってきて頭蓋骨にろうそくをたて冥

福を祈 った。

 修道僧たちは分業で修道院での生活に

必要な生産労働に従事した。裁縫,製 靴,

大工などはもちろん,羊 飼いの仕事まで

あった。修道僧たちの多 くはすぐれた猟

師でもあり,ブ ルガ リアの山地に多い鳥

獣を獲って食糧 とした。僧たちの個室の

壁に,彼 らの仕止めたオオカ ミなどの毛

皮のかかっていることも珍 しくなかった。

 なにかのお祭 りのときには,多 くの住

民が修道院に集まり,,あた りにさまざま

な物を売る市が立 った。人々は修道院の

提供するご馳走を食べ,踊 ったり,祈 っ

たりした。かつてバルカン山地の斜面や

峡谷に は,「徒歩 で3-4時 間 の距離 に2,

3の 修 道院があ った」 とつ たえ られてい

る。

 リ ラ修道院の 日没は早か った。修道院

が 白雪の山のふ もと,深 い峡谷 にあるた

め,5月 末 とい うのに,夕 方 になると急

に冷 えこんだ。バスで ソフ ィアに帰 り着

いた ときには,す でに街のネオンが鮮や

かであ った。

〔宗教 ・儀 礼〕

 ブ ルガ リアの宗教 はギ リシア正教 であ

るが,プ ロウデ ィフ市付近および ドナウ

川 中流域 には力 トリック教徒 も混 じって

い る。ほかに一部 のブルガ リア人は今 で

もイス ラム教徒で ある。

 ブ ルガ リア人 はわ りあい宗教に無 関心

で あるといわれる。 これ は一つに は,ト

ル コの支配下 で教会 の権力が弱 く,し か

もそれがギ リシア教会 の管下にあ ったた

めで あるとされて いる。つ まり,民 衆に

たいす る教会の影響力 が比較的弱か った
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ので ある。

 トル コの支配下 において は,ブ ルガ リ

ア人 にお けるキ リス ト教 は,他 のバルカ

ン諸国民の場合 もそ うで あるが,民 族 的

自覚の象徴であ った。修道院 はブルガ リ

アの民族文化および文字 の守護者の役割

を果 した。独立戦争 当時,ロ シアとの関

係が強か った根底 には,宗 教 ・文字を同

じくしている とい う連帯感 があった こと

も見 のがせない。

 ソ連科学アカデ ミー民族学研究所編の

シ リーズ 『世界 の諸民族』 における 「ブ

ルガ リア人」の項 は,ブ ル ガ リア人 の学

者 によって書 かれた もので あるが,そ こ

につ ぎの ような 記述が見 え る。 「ブルガ

リアの農民層にはキ リス ト教以前 の古代

信仰の残 りかすが長 く残 って いた。それ

は他のス ラブ諸民族 の信仰 に似て し1たが,

しか し独 自的な もの もあった」。例えば

動植物にたいする迷信で ある。 カシの古

木は神聖であ り,プ ラタナスは人を守 る

力,サ ンザ シの木 は人 に健康 と長寿をあ

たえ る力をそなえて いた。 この ことは新

年の儀礼に残 っている。 オオカ ミにたい

す る迷信的怖れがあ り,「 オオカ ミ祭 り」

が行なわれた。11月 の 最初の2乙3週 間

が それで,こ の期 間,オ オ カ ミを怒 らせ

ないようにい くうかの禁忌 が守 られた。

「ネズ ミの 日」 というの もあり,ク マ,

キ ッネ,ヘ ビにまつわる信仰 もあった。

 面 白いのは,衣 服 がそれ を着用 してい

る人 の象徴であ った ことである。女性に

おける肌着 と前掛(エ プ ロン),男 性 にお

けるズボ ンはま じないの対象 にな り,そ

の持主 にま じないの力がおよぶ と考 え ら

れた。また衣服 は持主 の身代 わ りにな る

こともで きた。例えば,花 婿 の出席 な し

で婚約が なされ る場合 には,本 人 の身代
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りと して彼のズボ ンを式場 に持参 した。

 ブ ルガ リア人 の古代信仰ではサモウ ィ

ル イC祟OBI3」lblと か サ モ デ ィ ウ ィ

CaMO汲HBblと よばれる神話的存在が見 ら

れ る。また 自然を象徴す るラ ミヤJIaM朋

とい う龍 皿paKOHも あ った。 カ ラコン

ジ ョKapaKOxRxcoと い うのは,人 間の

頭部を もった馬または裸 の黒い人間の形

を してお り,ク リスマス前夜か らイエス

洗礼祭(1月6日)ま で の間に人間に富

を もた らす ものであ った。

 祝 祭 日の多 くは農耕 に関連 してお り,

一 部には農耕暦 とキ リス ト教祭 日とが結

びついていた。その一部 を紹介 してみよ

う。 冬季 の祭 日は冬至Ko訂eAaが 中 心

で あったが,こ れはスラブ族全体 に共通

してい る。ク リスマスの祝 日は この冬至

祭 と結びついた ものとされて いる。 ク リ

スマスの前夜にはブルガ リアで産す るす

べての食物を材 料 としたご馳走がつ くら

れた。祝祭用のパ ンには,穀 物の束や型

をつ けた ウシ,羊 小屋 などの ある畑の光

景な どが焼き こまれた。祝祭 日の薪はカ

シまた はナ シの木が用 い られた。

 新 年の行事 も同 じよ うな趣 旨で行なわ

れた。 スル ワカニヤCyPBaKaHH分 とい

う風習は 今 も 残 ってい る。 これは 若者

(今 は子 ども)た ちが飾 りたてたサ ンザ

シの枝を もって家 々をまわ り,そ れで主

人た ちを軽 くたたいた。 それは,一 家の

主人た ちがその年健康で幸せで あること

を願 うもので,そ の代 りに子 ど もたちは

主人か ら贈物を も らった。

 2月14日 は ブ ドウ祭 りTpxﾘox 3ape-

3aHで,ブ ドウ園に出か けて枝 を切 り,

そ れ にブ ドゥ酒をかけて豊作を祈 った。

参集者 にご馳走が出されるのはもちろん

で ある。
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写真5 腰に鈴をつけ,マ スクをかぶった

   ベロガシュ

 旧 暦の新年,ま たはカー ニバルの週に

はマスクをかぶ り,腰 に大小 の鈴 をつ け

た人 々が列をつ くって村 をね り歩 いた。

場所によ ってマスクなどの形 は変 ったが,

これが豊作を祈 る祭 りで ある ことに変 り

はなか った。           、

 復 活祭の前の週 には,婚 期 に達 した晴

着の娘た ちが頭を羽根 や花で飾 って,家

々を歌 った り踊 った りしなが らまわった。

こればラザルキJIa3aPKHと よ ばれ,よ

い男性 にめ ぐりあい,多 くの子 ど もに吟

ぐまれることを願 うためであ った。

 燃 える 炭火 の 上 で 裸足 で 踊 る 祭 り

HeCTnHaPCTBOも あ ったが,こ れはス ラ

ブ的な起源 ではな く,西 アジアの一 部に

類似 の行事 が見 られ るとい う。

 ペペルダ1'lenepyAaと ゲ ルマ ンrepMaH

は 代表 的な雨乞 いの行事で ある。 シャッ

1枚 だ けの少女 が家 々を まわ ると,主 婦

た ちは少女 の頭に水を そそぎか けた。 こ

の儀礼が雨を呼ぶ と考 え られた ので ある。

これがぺペルダであるが,バ ル カ ン半島

の諸民族や,ル ーマニア,モ ルダ ビァな

どにも見 られた とい う。

 ゲ ル マンとい うのは,日 で りで死ん だ

若老 をか たどる土偶を川岸 または十字路

に埋葬 して雨乞いす る祭事 である。

 6月31日 晴 夕方,雨 この 日,た

またま学会で ブルガ リアに きてい るモス

クワ大学歴史学部民族学教室の主任教授

マルコフr.E. MaPKOBに 会 うため ソフ

ィア大学 を訪れた。マル コフ教授 は私の

ソ連留学 の身許 引受人で ある。

 ホ テル ・セルデ ィクか ら大学 まで は歩

いて もす ぐであるが,途 中国立の公 共図

書館があ り,そ の前 にキ リル文字を発明

したキ リル ・メ トデ ィー兄弟の石 像が立

ってい る。ブルガ リアの人 々は,キ リル

文字の発明者がブルガ リア人で あること

を誇 りに し,私 は旅行中,「 ロシア人 に

文字 をあたえたのはわれわれだ」 という

言葉を幾人 もの人か らきいた。

 6月1日 晴 ・早朝の5時55分 発 の汽

車 でプロウデ ィフに向か った。 ネデ ィさ

んのご主人(バ イオ リニス ト)が 自家用

車 でホテルか ら駅まで送 って くれた。 こ

の時間,す でに 日はのぼ り,空 気 は澄み

切 っていた。汽車 は右手に ウィ トシ ャの

山なみをなが めなが ら走 った。見 わたす

限 り緑 の丘陵地帯で,部 落は斜面 に営 ま

れている。

 プ ロウディフに着 いてか ら,そ の足 で

丘の上の旧市街 にある民族学博物館を訪
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れた。あた りにはジ ャミヤ とよばれ るイ

スラム教会,十 字架 のつ いた高い鐘楼 の

あ るキ リス ト教寺 院,ロ ー マ時代に建て

られたアーチ型の門などがあって,こ の

都市の古 い歴史 を しのばせた。 この都市

は,ブ ルガ リアの先住民で ある トラキア

人の時代 には じま り,ア レクサ ンダー大

王の父 フィ リップによって 占領 され,フ

ィ リッポポル と称された。つ いで,ロ ー

マ時代には トリモ ンッィウム(3つ の丘

の意)と 改称 され,ロ ーマ帝国の東 方領

域にお ける中心地 として栄 えた。その後

スラブ人,ブ ルガール人が住みつ くが,

14世 紀 中頃か ら約500年 間 オスマ ン ・ト

ル コの支配下 に入 った。 スラブか らはプ

ル ィデ ィン(現 在 の名称 はこれに由来),'

トル コ人か らはフ ィ リベとよばれ,ほ と

ん どソフィアに劣 らない繁栄を示 した。

 ブ ルガ リアの独 立後 も,ト ラキア平 野

の中心 として,農 産 物 の集散,商 業の中

心 と して栄えた。 とくに定期市 はに ぎや

かで あった とい う。

 民 族学博物 館は古風 な石 畳の道をのぼ

った丘上にあ った。建物がまたすば らし

く,1847年,建 築職人のハ ジ ・ゲオルギ

とい う者がプ ロウデ ィフの豪商 コユムジ

オグルの注文に応 じて建てた木造 二階建

であ った。建物 その ものがす ぐれた文化

財であ った。

 この博物館で はネデ ィさんの友 だちで

ある副館長 のコ レワEneHa KoneBaさ ん

か ら案内と説明を うけた。 コレワさんは

ロシア語 も自由に話 した。私 は ここで,

コ レワさんか らバ ラ油 の話 をきき,深 い

興 味をおぼえた。バ ラ油用 のバ ラの花 は

プロウデ ィフか ら近いカル ロボか らは じ

まる 「バ ラの谷」で採取されているので,

この 日の午後,私 た ちは汽車 でカル ロボ

404

国立民族学博物館研究報告 2巷2号

写真6 プロウディフ市内に残るローマ時

   代の門と19世 紀の民家。 「エルケ

   ル」に注意

のバ ラ畑を見 に出か けた。

〔バ ラ油の民族学 〕

 バ ラ油 の原料 となるバ ラの花は,ス タ

ラ ・プ ラニナ山地 とス レ ドノ ・ゴ ラ山地

の 間に 位置す る 「バ ラの谷」Po30BaTa

AoanHaで 栽 培 されている。 この谷 には

ク リス ラ,ロ ジノ,ソ ポ ト,カ ル ロボ,

カ ロフェル,カ ザ ンル イク,シ プカな ど

の町々が鎖状 につなが っている。 この う

ちカザ ンル イクは古 くか らバ ラ油生産の

中心地 と して知 られ,現 在 は専門の研究

所 もある。

 この地 にバ ラ油を 目的 とするバ ラ裁培

がは じまったのは17世 紀前半 といわれ,

バ ラの原種 は小 アジア方面か ら移 され,

こ こで品種改良 されたのだ とい う。
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写真7 ブルガ リアにおけるバラの花の採

   取作業。ハンガ リーの旅行家フユ

    リクス ・カニシュが19世 紀前半に

   描いたもの

 バ ラの谷 の大部分は海抜700-800 m,

気 候 および土壌 の点でバ ラ栽培に適 して

い る。バ ラには赤バ ラと白バ ラがあるが,

赤 バ ラの方 がバ ラ油め 含有量が多 く,ま

た質 もよい とされてい る。 このあた りの

花の大 きさは,ふ つ うlkgあ た り200-

300の 花 を数えることで知 られ るよ うに,

それほ ど大輪 ではない。 しか し赤バ ラは

反面寒 さその他 の悪条件 に適応 しに くい

ため,場 所によ って 白バ ラの方を多 く栽

培 して いる。白バ ラか らのバ ラ油の欠点

は蝋分の多い ことで ある。

 カル ロボでの私 の調査 によれば,多 く

の場合バ ラ畑の端 の方 に白バ ラが植え ら

れて あった。土壌 は細石 ま じりの砂質土

で,水 は けはよい と思わ れた。2月 末か

ら3月 初 めにかけて,畑 に深 さ50cmほ

どの穴 を堀 り,バ ラの枝 を切 って さ し木

す る。 畝の間隔は2mく らい,株 と株

の 間 隔 は50-70cm。 ふ つ うさ し木 の

2-3年 後 花 を 咲かすが,も のによ って

は1年 後の こと もある。私は花をにお っ

てみたが,な るほど,赤 バ ラが強い芳香

を発す るのにたい し,白 バ ラはそれほ ど

で はなか った。バ ラの株はふつ う10年 く

らいで さ し換え るとの ことで あった。

 バ ラの花の採集Po306epは,開 花 と

同時 に,風 のない晴れた日の早朝5時 頃

か ら10時 頃までに行なわれる。花 が露 に

ぬれて いる状態がのぞま しい。1926年 の

データによると,カ ザ ンル イクで5月15

日か ら6月20日 ま での36日 間 に花 が採取

された。比 較 的 好 条 件 に恵 まれた年 の

場合,1,800-2,000kgの バ ラの 花 か ら

1kgの バ ラ油 が 得 られ るが,雨 の少 な

い暑 い年 にはlkgの バ ラ油 の ために

4,000 kgの 花 を 必要 とす る。 採 花はふ

つ う若 い女性の手でなされ,男 は運搬 に

あた る。 「人 々は晴着を着,か ごを持 っ

て畑に向かい,陽 気に しゃべ った り,歌

った りしなが ら花をつん だ」。 つまれた

花 は畑 あるいは蒸溜工場でひ とつひ とつ

選別 される。選別 は経験に富む年配 の女

性 の手 で行 なわれ るが,こ の場合 バ ラの

花び らの 鮮 度 が 基 準 とな った。バ ラの

花に含まれるバ ラ油の93%は 花 び らによ

って 占め られて いる。採花の時期には集

中的に多 くの人手を必要 とす るので,近

郷近在か ら老若男女が 出稼 ぎに狩 り出さ

れた。バ ラ園の持主 はほとん ど毎年同 じ

人 々と契約するのがふつ うで あった。

 バ ラ油は蒸溜 によ って得 られ る。 まず

カザ ンKa3aHと よ ばれ る銅製 の 大 きな

容器 に101の 水 を入れ,そ れに1か ご
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写真8 バ ラの 花 の選 別。20世 紀 初 頭

(12-13 kg)の バ ラの 花を入れ,さ らに

バケ ツに6-7は い(50-60 1)の 水 を加

える。その上 に水蒸気 を通すた めの管の

ついた蓋 をかぶせ,布 などで よ くしば る。

カザ ンの下 で火 を焚 くと,水 蒸気 は冷却

用の水桶 を通過す る間 に液化 し,バ ラ油

を含む液体 は管 の端末 に用意 された小 容

器に受 け入 れ られ る。

 火 はふつ う1.5-2時 間焚 きつづ け られ

るが,そ の間 に2本 のびんに液体 が得 ら

れる。第1の びんはバ シュBal11ま た は

ペル ワクHbpBaKと よ ばれ,バ ラ油 を最

も多 く含有 している。第2の びん はアヤ

クAHKま た はフ トラクBTopaKと よ ば

れ,第1よ りは含有量が少 ない。第3の

びん以 後はバ ラ水Po30Ba BOAaと よ ば

写真9 カザンとバラ油の蒸溜装置。プロウディフ博物館
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